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編
集
後
記

▽
こ
と
の
ほ
か
暑
い
夏
も
終
わ
り
、
金
木
犀
の
香
る
過
ご
し
や
す
い
季

節
と
な
り
ま
し
た
。
「詞
林
』
三
十
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

▽
今
号
に
は
、
中
古
の
物
語
、
中
世
の
古
典
享
受
史
な
ど
、
様
々
な
ジ
ャ

ン
ル
の
論
考
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
執
筆
者
の
う
ち
、
楠
氏

は
、
初
め
て
の
論
文
執
筆
と
な
り
ま
す
。
皆
様
の
忌
憚
の
な
い
御
意
見

を
お
寄
せ
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

▽
今
号
で
、
本
誌
は
、
一二
十
号
と
い
う
節
目
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
」ゝ
れ
も
ひ
と
え
に
皆
様
の
ご
教
授
の
賜
物
と
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
本
来
で
し
た
ら
特
集
号
を
組
む
べ
き
で
あ
っ
た
か
と
も
思
い
ま
す

が
、
通
常
の
形
で
の
発
行
と
な
り
ま
し
た
。
日
頃
の
研
究
成
果
を
皆
様

に
お
見
せ
す
る
こ
と
こ
そ
が
、
ヨ
一十
」
と
い
う
積
み
重
ね
の
成
果
に

も
な
ろ
う
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
号
を
新
た
な
る
始
発
点
と
し

て
、
さ
ら
な
る
研
究
の
可
能
性
を
模
索

・
提
案
す
る
場
と
し
て
本
誌
が

発
展
し
て
い
け
る
よ
う
、
研
究
会
会
員

一
同
、
努
め
て
参
り
た
く
存
じ

ま
す
。
今
後
と
も
、
皆
様
か
ら
の
御
意
見

・
御
叱
正
を
お
願
い
致
し
た

く
存
じ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（藤
井
）

詞
林
　
第
二
十
号
　
定
価
八
〇
〇
円

（本
体
七
六
一
一円
）

二
〇
〇

一
年
十
月
二
十
日
　
　
印
刷

二
〇
〇

一
年
十
月
二
十
日
　
　
発
行

編
集
兼
発
行
者

大
阪
大
学
古
代
中
世
文
学
研
究
会

〒
知
８５３２

大
阪
府
豊
中
市
待
兼
山
町

一
―
五

大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

国
文
学
研
究
室
内

代
表
者
　
伊
井
　
春
樹

電

話

　
（〇
六
）
六
八
五
〇
―
五

一
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
（〇
六
）
六
八
五
〇
―
五

一
一
一

振

替
　
Ｏ
ｏ
九
七
〇
―

一
―
三

一
〇
一二
ハ
五

Ｃ
”
ｒ
　
〓
一６
ヽ
む
ｃ
●
】い
い
お
”ｂ
毬
Ｆ
甲
Ｆ
”０
」０ヽ

日
【
ゴ
Ｏ
目
Ｏ
Ｃ
●
∞
”
″
Ｃ
＞

ｏ
Ｏ
”
”
ｏ
〓
“
∽
ｏ
ビ
一
●
Ｏ
ｏ
Ｘ
・〓
●
●
】

印
刷
　
日
本
デ
ー
タ
ネ
ッ
ト
株
式
会
社

発
売
　
和
泉
書
院

〒
５４３
側

大
阪
市
天
王
寺
区
上
汐
五
―
三
―
八

電

話
　
（〇
六
）
六
七
七

一
―

一
四
六
七

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
（〇
六
）
六
七
七

一
―
二
五
〇
八

振
　
替
　
Ｏ
ｏ
九
七
〇
―
八
―

一
五
〇
四
三


